
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学力向上推進対策事業 授業づくり講座」では、学習指導要領改

訂の主旨を理解し、算数・数学を軸とした授業づくりのプロセスの

行動統一を目指すことを通して、組織的な授業改善を図ることを

目的とし、拠点校を会場とし、教材研究会・授業研究会及び事後研

究会をセットで実施しています。今回は、清水中学校を会場とする

第２回教材研究会における学びの様子を紹介しています。 

 齊藤 一弥 学力向上総括専門官 による単元デザインの指導助言 

１ 次 ２ 次 ３ 次 

【時間と速さの２量の関係】 

（積が一定の場合を考える） 
   ⇩    ⇩    ⇩ 
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１ｈ～４ｈ 
「関数と比例」 

【関数の意味】 

５ｈ～１１ｈ 

「比例」 
【負への拡張・座標】 
 

１２ｈ～１７ｈ 

「反比例」 
【負への拡張・座標】 

 

１８ｈ～１９ｈ 
 

「活 用」 

 

２０ｈ～２１ｈ 
 

「章の振り返り」 

 

 

４ 次 

【未知の文脈を考える】 
（関数らしく考え進む） 

⇩   ⇩   ⇩   ⇩ 

 

 

 

 

 

 

 

【時間と長さ（人数）の２量の関係】 

例（ポップコーンの題材を基に考える） 
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※単元の導入から比例の「活用」を扱う。 
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【時間と道のりの２量の関係】 
（商が一定の場合を考える） 

⇩    ⇩    ⇩ 
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負
の
数
へ
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拡
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比
例
の
定
義
を
捉
え
直
す 

グ
ラ
フ
・
式
・
表 

パフォーマンス評価 
※パフォーマンス評価は、必要に応じてそ

れぞれの学習内容の間に入れてもよい。 

負
の
数
へ
の
拡
張 

反
比
例
の
定
義
を
捉
え
直
す 

グ
ラ
フ
・
式
・
表 

パフォーマンス評価 
※パフォーマンス評価は、必要に応じてそ

れぞれの学習内容の間に入れてもよい。 

事
象
の
処
理
（
理
想
化
・
単
純
化
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比
例
と
見
な
す 

（
表
・
式
・
グ
ラ
フ
を
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題
解
決
の
根
拠
に
つ
い
て
） 

変
化
と
対
応
の
考
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（「
用
い
る
も
の
」
と
「
用
い
方
」
を
明
確
に
し
て
説
明
） 

将
来
を
予
測
・
新
た
な
発
見 

１ 節 ２ 節 ３ 節 ４ 節 

「比例・反比例」

で考える！ 

 

※ 新しい教科書が出るまでに、各校の実態に応じて、新学習指導要領を基にした単元計画をつくっていきませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の中で課題として処理すべきものはあっても、生徒がこれまでの学びの中での学んできた比例とは

違う場面を作る必要がある。 

・授業の中で、グラフの横の差と縦の差を見るという着眼点はよかったが、横に見るという必然性が起こ

る場面設定を教師がすることが、教材分析における知恵である。 

・グラフを見ることによって、変化と対応の関係（事象が持っている仕組み）をつかみ、能力ベイスの基

本である「何ができるようになったか」をつかませることが大事である。教師がすべき教材研究とは、

説明する対象を何にするかを考えることである。 

・教師の問いが生徒の中で日常事象としてイメージされるようにしていき、事象の中に変わることばかり

ではなく、変わらないことはないかを考えさせることが、関数を学ぶ価値である。 

・例えば、歩いている人と走っている人がいたときに、時間がたつと２人の距離の差は広がる。差が広が

っても歩いている人が進んだ距離と走った人が進んだ距離の比（割合）は変わらない。比が変わらないの

に差が広がっていくことをどういった形で問いの形にするかが教師の力である。 
【主・対・深／授業づくり日程】10月 30日（黒潮町立入野小学校）,11月 2日（四万十市立中村中学校）,11月 9日（宿毛市立片島中学校）,11月 15日（土佐清水市立清水中学校）,11月 16日（四万十市立具同小学校） 

４／２３日（月） 

第１回教材研究会 

今城 雄次 教諭 

第１学年「文字と式」 

６／２０日（水） 

第１回授業研究会 

今城 雄次 教諭 

第１学年「文字と式」 

８／２８日（火） 

第２回教材研究会 

才市 浩伸 教諭 

第１学年「比例と反比例」 
 

齊藤 一弥 学力向上総括専門官 による板書 

 齊藤一弥 学力向上総括専門官 による指導助言 授業者の感想 

 

学習した内容を生徒が

どのように活用できるの

かを教科会等でしっかり

議論し、本校の数学にお

ける課題と本単元を通し

て付けたい力を明確にす

る。付けたい力を付ける

ために、今日学んだこと

活かしていきたい。特

に、単元をリ・デザイン

することについては、１

人で考えるのではなく、

数学科チームと練り上げ

ていきたい。 

参観者の声 

 

・教科書通りに授業を進め

るのではなく、単元構成

をどう考えていくのか、

単元を通して授業デザイ

ンしていくことが、これ

からの授業に求められて

いると感じた。 

・単元の最後に活用問題を

するのではなく、単元を

通したデザインを教科買

いでも考えていかなけれ

ばいけないと感じた。そ

のために、教材分析をす

る時間を確保したい。 

１ 単元づくりの勘どころ 

・単元ゴールでの見方・考え方をどこまで成長させるかが大切である。単位時間の積み重ねが単元となり、毎時間ゴールを意識

した授業を組み立ていくことが大事である。 

・見方・考え方を働かせる中で、生徒自らが数学らしい考え方を使って、主体的に問題解決をしていくという能力ベイスの授業

に、シフトチェンジする必要がある。 

２ 教材分析の知恵 

・グラフを見ることによって、変化と対応の関係（事象が持っている仕組み）をつかみ、「何ができるようになったか」をつか

ませることが大事である。 

・事象の中の数量関係について、変わることだけでなく、変わらないことはないかを考えさせることが関数を学ぶ価値である。

例えば、歩いている人と走っている人がいたときに、時間がたつと２人の距離の差は広がる。差が広がっても歩いている人

が進んだ距離と走った人が進んだ距離の比（割合）は変わらない。比が変わらないのに差が広がっていくことをどのように

「問い」の形にするかが教師の力である。 

３ 授業コントロールの技 

・関数を学ぶ上での価値は、理想化・単純化することで将来を予測することである。そのために、事象の中にある伴って 

変わる２量を変化と対応関係について着目し、理想化・単純化してよいか（比例といってよいか）を繰り返し学習さ 

せることが大事である。 


